
１１月は「ふくおか・みんなで家族月間」 

新栄町の“えるる”で、廃材を使ったおもちゃやつどいの

広場で人気の水時計を作ったり、段ボールプールで遊ん

だり、家族みんなで楽しめる催しを予定しています。 

ハイハイよちよち競争（先着２０名）もありますよ♪ぜひ、

ご家族そろってお越しください。お待ちしています     
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Information  

ご寄贈ありがとうございました 

済生会大牟田病院様より、フードドライブ約３，８００点をご寄贈いただきました！ 

９月２９日、社会福祉法人恩賜財団済生会大牟田病院・大牟田ライ

フケア院様（以下「済生会」）から、未開封の食料品・飲料水等のフー

ドロス対策として「フードドライブ※」で集まった左記の写真の商品

を子ども食堂や生活困窮者支援として役立てて欲しいとご寄贈して

いただきました。済生会のフードドライブの取組みは、２０２２年から

始まり、今回で８回目となります。済生会の患者さん、職員さんやそ

の家族から、レトルトやインスタント食品・飲料水・カップラーメン・お

米・オムツなど、約３，８００点が寄せられました。当日は、済生会病院

地域医療連携室の浦室長と大牟田ライフケア院居宅サービス部門の

伊藤係長から、物資が届けられ、今後も継続して「困った人に手を差

し伸べていきたい」とお話しされました。ありがとうございました。 
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≪１階≫ 

  ＊身体測定 

  ＊食育コーナー 

   （乳幼児の栄養相談窓口等） 

  ＊おゆずりコーナー 

≪２階≫ 

  ＊ハイハイ・よちよち競争 

＊家族で遊べる交流広場 

  ＊作って遊ぼう 

  ＊水時計を作ろう 

作って遊ぼう 

家族で遊べる交流広場 

【問合せ】 つどいの広場  ☎52-5656 

【場  所】 大牟田市市民活動等多目的交流施設 えるる 

(大牟田市新栄町 6-1) 

１０月１１日（土）、 「子どもも 大人も 笑顔で楽しむ！」をス

ローガンに運動会を開催しました。天気にも恵まれ、清々しい

青空の下、年長組のエイサー「じんじん」のオープニングで幕

を開けました。 

歴木保育所の運動会は、毎日の保育で培ってきたことを、

各年齢に合わせ発揮できる場と考えています。今年で最後の

運動会となる年長児は、鉄棒、跳び箱、丸太渡りに竹のぼりと

日々練習に励み、足に豆を作りながら竹馬にも挑戦し、あき

らめない心で最後まで頑張りました。どのクラスの子も「でき

た！」、「頑張った！」というこの経験が、今後の子どもたちの

成長に生かされていくのだと思います。 

当日は、保護者をはじめ、たくさんの方々に応援していた

だき、笑顔いっぱいで運動会を終えることができました。 

温かい声援ありがとうございました。 

 

～小柳園長先生からの一言～ 

秋晴れの下、歴木保育所の運動会を開催いたしました。朝から夏を思わせる強い日差しでしたが、 

子どもたちは、終始、真剣にそして笑顔で走ったり、リズムに合わせてダンスを踊ったりしていまし 

た。未満児の部では、お迎えの保護者の方を見つけられず、泣き出してしまう子や、滑り板を滑った 

あと逆に上りだす子もいたりして、和やかな雰囲気でした。以上児の部では、跳び箱や鉄棒、竹のぼ 

りなどを成功させ、大きな拍手をもらっていました。テントの設営や片づけなど、保護者の皆様のご 

協力もあり、親子で楽しむことができた運動会でした。ありがとうございました。 

※フードドライブとは、家庭等で未開封・未使用

の食品等を持ち寄り、地域の福祉施設や子

ども食堂、生活困窮者支援団体などに寄付

する活動です。 

【主なイベント内容（予定）】 

 

 今年もあと２ヵ月となりました。朝が急に寒くなり、昼間は夏日と…一体全体どうなっているのか、１１月に

なるというのに地球温暖化がとどまることを知らないようです。最近は、寒暖差が激しく、体調が安定しない

なと感じることがしばしば。風邪のような症状がでているけど、風邪ではなく“寒暖差アレルギー”というもの

の可能性もあるのだとか。自律神経のバランスが乱れるとおこるアレルギー症状だそうです。着脱可能な服

装を心がけ、体調管理をしながら、この寒暖差を乗り越えていきたいと思います。    （地域福祉課 山﨑） 

【編集後記】 
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仕事にブランクがある方、職場の人間関係で悩んだ経験がある方、就労を希望していても働くことに不安

がある方を対象とした講座を実施します。 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 

 

 

 

 

申込みフォーム 

 

１０月２５日、倉永校区の『天光園・地域交流施設「遊（ゆとり）」において「くらなが光食 
堂２０８」がプレオープンしました。当日は天候にも恵まれ、地域食堂関係者の方々をはじ 
め、明光学園のシスター・先生・生徒、天光園の理事長・職員、エフコープ支所長・スタッフ、 
地域の子どもたち、総勢８０名の方々が参加されました。国道沿いには、のぼりも出てお 
り、加えて、地域食堂関係者は、おそろいの緑色のＴシャツを着て、皆さんの本気度がひし 
ひしと伝わってきました。 

 当日は、関大牟田市長も参加され、倉永校区は、関市長の地元ということで、「子ども食堂」が開設されることに
対して、喜びのメッセージをいただいたところです。 
 本会では、倉永校区に「子ども食堂」を開設するにあたって、地域関係者（校区まち協・民児協・社協）と明光学園
の先生、天光園理事長・職員、エフコープ支所長・職員とで実行委員会を立ち上げました。子ども食堂のネーミン
グについても、実行委員会で「くらなが光食堂２０８」と決定しました。「光」は、明光学園と天光園の光を用いて、
「２０８」は、国道２０８号沿いに、明光学園・天光園・エフコープがあることから２０８を使わせていただきました。  
この子ども・地域食堂の本オープンは、１２月６日(土)で、その後は、毎月第１土曜日に「くらなが光食堂２０８」

が開設されるそうです。私たちは、食を通じて、ここが「地域の居場所」として、子どもからお年寄りまで愛される
食堂となるよう願ってやみません。 

 

 

 

 

「くらなが 食堂 208」がプレオープンしました！

１０月２７日に、下野六太（しものろくた）参議院議員（以下「下野議員」） 
を囲み、不登校・ひきこもり家族の会「ふきのとう」（以下「家族の会」）と 
「不登校・ひきこもり支援に関する懇談会」が開催されました。当日は、大 
牟田市議会の公明党議員団と大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議メ 
ンバー等の参加もありました。 
下野議員は、公明党ひきこもりに関するプロジェクトチームの座長で、 

宿泊型の支援施設などを見て回り、若者の自立支援のあり方について、 
全国様々な団体との意見交換をされており、当事者が自立できるまで 
一貫して寄り添う伴走型支援の体制整備に力を入れられています。 
今回、下野議員と「家族の会」との懇談会を開催する機会をいただき、 

冒頭から『不登校・ひきこもり当事者やその家族の方々が笑顔になれる 
よう、努力を惜しまない』との言葉を掛けてもらいました。「大牟田ひきこ 
もり支援ネットワーク会議」からは、大牟田市における不登校・ひきこもり 
当事者やその家族の支援の状況や、令和６年度に設立された不登校・ひ 
きこもり家族の会「ふきのとう」のこれまでの歩み、居場所の開所、そして 
「進路相談会」や「ひきこもりサポーター養成講座」の進捗状況が報告され 
ました。また「家族の会」からは、不登校・ひきこもりに至った様々な環境 
要因が上げられ、これまで不登校・ひきこもりの問題は、世間では、その原因や背景、支援の必要性への理解は
進まず、依然として個人あるいは家族の問題と見られているように思われてきましたが、これからは、「個人で
はなく、社会の問題」として捉えていただけるように切に要望されました。そして、今後は、行政・福祉関係者・
当事者団体、家族が三位一体となり、苦悩する不登校・ひきこもり状態の人を一人でも多く社会参加につなげ
ることができるように、下野議員をはじめ、公明党議員団にお願いしました。 
 

下野六太参議院議員と不登校・ひきこもり家族の会「ふきのとう」 

『ひきこもり支援に関する懇談会』 が開催されました 

人間関係を円滑にするためのコミュニケーション講座 

はたらくことに不安がある方 いっしょにコミュニケーションについて学びませんか？ 

【と き】  令和７年１２月１２日（金）  １４:００～１５:３０ （受付１３：３０～） 

【ところ】  大牟田市総合福祉センター２F 大会議室 

【講 師】  障害者就労・自立支援センターたんぽぽ 施設長 谷山 恵一さん 

   【参加費】  無料 ※事前予約制 （先着１５名） 

【問合せ・申込み】  大牟田市社会福祉協議会 生活支援相談室 

             ３２-８８５１ 

             MAIL：soudan@omshakyo.or.jp 

令和７年度 九州社会福祉協議会連合会会長表彰（永年）を受賞されました 

令和７年度九州社会福祉協議会連

合会会長表彰を理事部門からは、杉

野有美子さん、職員部門からは、迫

久子さん、宮園一子さん、中村由美

さんの４名が受賞されました。 

この表彰は、社会福祉協議会の役

職員として１５年以上その業務に従

事し功績が顕著であって現に在籍し

ている人が対象となります。 

祝！おめでとうございます。 

 

 

 

杉野有美子理事 左から迫さん、宮園さん、中村さん 

 大牟田市社会福祉協議会が、令和８年度中の策定を目指している「第５次 
大牟田市地域福祉実践計画」を策定するために、校区社協関係者（地域活動 
実践者）へ令和７年７月から９月まで約３ヵ月をかけて『校区ヒアリング調査』 
を実施しました。皆様のご協力もあり、市内１９校区全てを回り、校区のニーズ 
や課題等を地域関係者の皆様から直接お聞きすることができました。ご対応 
いただきました皆様には、この紙面をお借りして心より御礼申し上げます。 
『校区ヒアリング調査』は、各校区のリーダーをはじめとした地域福祉実践 

者の方へのインタビュー形式で実施しましたが、地域の皆様から聞こえてきた 
のは、「地域活動の担い手がいない」「後継者が育たない」「公民館未加入世帯の増加や公民館からの脱退に歯止
めがかからない」「地域の若い世代や新しく移り住んだ住民との交流が出来ていない」「空き家・放置家屋が急増
している」などといった地域の実態を訴える切実な声でした。「もう地域の努力だけではどうにもならない」とい
う声も少なくなく、５年前に行った『校区ヒアリング調査』の時よりも、地域を取り巻く状況はより一層厳しくなっ
ていると改めて実感しました。 
「あなたの校区の強み・弱みは何か？」という質問項目に「地域組織同士の連携」や「住民が地域活動に協力的」

「校区としてまとまりがある」等の連携面を「強み」として挙げる校区が多く、現在の地域活動実践者の地域活動
に対する協力的な考えや地域を良くしたいという思いは強いと感じました。半面、「弱み」としては、「若い世代の
地域活動への参加が少ない」「次の地域のリーダー・担い手がいない」「地域住民間での温度差（一部の住民しか
地域活動に参加していない）がある」など、担い手不足を挙げる校区がほとんどで、このことは市内全体的な地
域課題と言えます。「人口減少や少子高齢化の進行、地域力・家族力の大幅な低下などにより、この数年で地域福
祉をめぐる環境は間違いなく激変し、それにどう対応するかを市民それぞれが考え、備えなければ…。」という地
域関係者の訴えは、地域福祉に限らず、大牟田市全体に重くのしかかる課題と真に捉えた言葉であるように思え
ました。 
令和６年度に実施した「地域福祉力アンケート調査」や「校区ヒアリング調査」については、来年１月１６日に開催

される『令和７年度地域リーダー合同研修会』において、調査の集約が行われ、研修は「大牟田市の福祉の未来を
考える～地域福祉力アンケート調査や校区ヒアリングから見えてきた現状と課題～」と銘打って、筑紫女学園大
学山崎教授と前田准教授をお招きし、「講演会」及び「グループワーク」を予定することにしています。 

 
 

 「第５次大牟田市地域福祉実践計画（R９年度～R１４年度）」策定のための 
１９校区社協関係者ヒアリング調査を終えて … 

ふきのとう 

 

天領校区地域関係者への聴き取り 

家族の会「ふきのとう」との懇談会 

下野六太 参議院議員 

 


